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　私の周りには、学校に来れていない人がいます。その理由はそれぞれだと思いますが、友人関係で悩んでいる人や、嫌な思いをしている人もいると聞きました。そういった人たちが学校に来れるようになるために、まず、私は一年生の後期と二年生の前期に、クラスの代表である代議員を務めました。そして、もっと大きな活動がしたいと思い、生徒会に立候補する決意をしました。

生徒会に入ってから、以前よりも周囲に関心を持ち、さまざまな問題について考えるようになりました。そこで、気になったのが、最近よく耳にするいじめに関するニュースです。インターネットで調べてみると、大阪府では学校のいじめ認知件数が毎年、五万件を上回っていました。この五万件という数字以外にも、学校で把握されていないいじめがあると考えると、さらに多くの人が苦しんでいるということになります。

佐井寺中学校の生徒会では、未然にいじめを防ぐ取り組みとして、毎年いじめ撲滅運動を行っています。いじめ撲滅運動とは、いじめがなくなるように全校生徒に呼びかける運動です。そのうちの一つに、生徒のみなさんが現状を知り、いじめに対する意識を高めるために川柳を作る、いじめ撲滅川柳というのがあります。昨年度の作品からいくつか紹介します。

大丈夫？　その一言で　救われる

思いやり　みんなで作る　笑顔の輪

いじめほど　みにくいものは　他にない

このような作品は、たくさんの人の目にとまるようにと、校内の階段に掲示されています。この川柳を見て、いじめについて深く考える人を少しでも増やしたいという願いがこめられています。そして、今年度も、私たち後期生徒会が集会や生徒会新聞でいじめ撲滅川柳を募集するための呼びかけをしました。この活動が、生徒のみなさんにとっていじめについて考えるきっかけになればと思います。
このように、佐井寺中学校の生徒会執行部は、毎年いじめをなくすための活動を行ってきました。しかし、実際には、いじめはなかなかなくなりません。

それではなぜ、いじめはなくならないのでしょうか。インターネットが普及している現代において、ラインやツイッタ―、掲示板などを使って、相手を傷つけようと思えば簡単に傷つけることができてしまいます。つまり、本人は軽い気持ちであっても、それは相手の人生を大きく変えてしまうかもしれません。いじめがなくならない理由、それは相手を理解し、思いやる心が足りないからだと思います。私たち一人一人がいじめをなくそうという意識をもてば、今もなお、苦しんでいる友だちを救えるかもしれません。

私は、この主張を通して、人を思いやることの大切さがみなさんに伝わることを願っています。学校が私たちにとって過ごしやすい場所になるように、まずは自分たちから呼びかけていきましょう。
